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― Dilinsにおける史資料の多言語目録構築とデジタル化を中心に
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Focus on Multilingual Retrieval and Digitalization of Historical Materials in Dilins
加藤さつきK AT O  S a t s u k i
（C-DATS総括班／電子図書館プロジェクト所属　情報図書館課情報サービス係長）
はじめに
　21世紀COEプロジェクト史資料ハブ地域文化研究拠点プログラム（以降、C-DATS）は、アジ
ア・太平洋地域における中核的な史資料ハブセンターの構築、また関連機関とのネットワークの
形成を目指して始動し、2006年度末に5年間のプログラム期間を終了する。
　前述の理念をネットワーク上で実現するため、C-DATS総括班（以降、総括班）のもとに電子
図書館プロジェクトが設けられ、総合情報コラボレーションセンター、附属図書館が協働し、
“Digital Library Network System for C-DATS”（以降、Dilins）という多言語目録検索を中心とする
Webサイト（2003年12月18日に正式公開）を構築したが、本プロジェクトもまた、C-DATSとともに
終了することとなる。
　本稿は、電子図書館プロジェクトおよびその成果物であるDilinsの総括を行うことを目的とし
ている。プロジェクトの終わりが見えてきた現在、活動内容をまとめ、成果と課題を明らかにす
ることは、地域研究におけるデジタル図書館の実践報告として有効であろう。また、研究教育プ
ログラム推進体制の事例として、学内組織の「協働」をキーワードとする本プロジェクトの運用
体制も参考に足るものと考え記載する。
　なお、C-DATSの紀要『史資料ハブ 地域文化研究』第3号（2004年3月発行）に、正式公開した
Dilinsの紹介を兼ねた「デジタルライブラリー紹介：電子図書館プロジェクトを中心とする協働
体制の構築とDilins紹介」が掲載されており、プロジェクトの協働体制構築の経緯をより詳しく
記載している。興味をお持ちいただいた方は併せて参照いただければ幸甚である。
　　＊Dilinsトップページ：　http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/　
1. C-DATSと電子図書館プロジェクト
1.1. 体制＝協働関係の構築
　電子図書館プロジェクトは、C-DATSの理念をネットワーク上で実現するために総括班のもと
に組織された。具体的には、収集された資料の保存・共有、デジタル化、多言語データベース化、
および関連機関とのネットワーク形成の実現であるが、C-DATS始動後に新設されたプロジェク
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トであったため当初はメンバーが決まっていなかった。実行には専門知識が不可欠との判断のも
と、C-DATSより総合情報コラボレーションセンター（当時は情報処理センター）教員と附属図書館に
協力要請があり、両組織がこれを受けるとともに、C-DATSからは拠点リーダー、副リーダーが
メンバーに入り活動をスタートした。特に附属図書館においては、史資料の受入・整理から利用
提供、Dilinsの構築・運用まで全館を挙げて支援を行うこととなった。なお、支援業務の円滑な
遂行のため、プロジェクトのメンバーという立場とは別に、センター教員および附属図書館の代
表がC-DATS全体を統括する「総括班」へ研究協力者として参加し、適宜、C-DATSとの情報
共有・意見交換を行っている。
＊協働関係構築の経緯については、「はじめに」で記載した「デジタルライブラリー紹介：電
子図書館プロジェクトを中心とする協働体制の構築とDilins紹介」に詳しく記載されている。
Dilins上で閲覧可能である。
1.2. プロジェクトの計画とDilinsの構築
　C-DATSの理念は、プロジェクトの活動計画として以下の3点にまとめられ、これを実現する
ために、3つの電子図書館的機能を位置づけ、Dilinsとして開発・公開した。
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＊ プロジェクトの1，2がDilinsの「多言語史資料検索」に該当する。プロジェクトの3は、
Dilinsの全ての機能が関係するが、主として、「電子図書館サイト横断検索」と「史資料ハブ
機能」が該当する。
2. Dilinsの機能と特徴
2.1. 多言語史資料検索，他、Dilinsの3つの機能
　多言語史資料検索を主とするDilinsの機能の詳細は以下のとおりである。
　A．多言語史資料検索
・ 多言語目録登録・表示・検索（UNICODE対応）
・ 目次・索引の登録・表示・検索
・ 史資料一次情報の提供（画像表示・紀要本文検索）
・ Webリソースのメタデータ登録・検索・リンク形成
　B．電子図書館サイト横断検索
・ 多言語目録表示・検索（UNICODE対応）
・ 国内関連機関OPACのHTTP横断検索
・ 海外関連機関Z39.50ゲートウェイ
　C．史資料ハブ機能
・ 統計，リンク集
・ C-DATSの研究成果，各種報告等の発信
＊ このシステムの特徴的な点は、多言語（UNICODE）に対応していることである。UNICODEと
は、非ローマン･アルファベット表記を含む世界の様々な文字を一括して表示できる文字コー
ドである。従って、多くの言語を、その本来の表記（以下、原綴り）で入力・検索・表示するこ
とができる。
C-DATSで収集・生成し
た資料や情報の検索と、
一部、本文表示が可能
C-DATS と 類 似 の 蔵 書
を 持 つ 国 内 外 の 図 書 館
OPACを横断的に検索
統 計 情 報 や リ ン ク 集、
C-DATS紀要類の閲覧



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［A．多言語史資料検索］
＊ 原綴り（ここではアラビア文字）にて検索し、本文画像を閲覧することができる。検索は、目録情
報（目次・索引も含む）のキーワード入力の他、言語や資料種別の選択も可能。また『史資料ハブ 
地域文化研究』は本文の検索も可能である。
［B．電子図書館サイト横断検索，C．史資料ハブ機能］
＊ 「電子図書館サイト横断検索」ではDilinsを含む関連他機関のOPACを横断検検索できる。「史
資料ハブ機能」では、各種統計・リンク集など「検索」以外の情報を提供する。C-DATS紀要
『史資料ハブ 地域文化研究』などの成果報告類も公開。
2.2. 統計および登録文字種（2006.10.1）
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＊Dilins登録分のうち、言語別の登録内訳数と、登録文字種は上図のとおり。
＊ WindowsXPで入力可能な文字は全て原綴りにて登録を行い、LC翻字と記載されている言語は、
LC（アメリカ議会図書館）の翻字表である“ALA-LC Romanization Tables”に従ったローマ
字表記を登録している。
＊ 翻字のみと記載されている言語は、技術的に原綴りの登録が難しいため、LC翻字のみを登録
している。
2.3. 図書館ネットワークへの貢献
＊附属図書館が協働することにより、図書館ネットワークに対して、以下の貢献が行われている。
　・原綴りによる目録所在情報の蓄積
　・NACSIS-CATの多言語対応への協力
　・ILL（Inter Library Loan）サービスへの貢献
　C-DATSで収集される史資料のうち、いわゆる図書資料については、国立情報学研究所の
＊ 2006年10月１日現在の受入数・Dilins登録数は上図のとおり。（11月末時点のDilins登録数は、
15,000件を超えている。）
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NACSIS-CAT（総合目録所在システム）に登録が行われ、多言語資料のデータ蓄積に大きな貢献を
行っている。なお、NACSIS-CATが登録対象としていない文字も、Dilinsには技術的に可能な
限り登録を行っており、この経験を踏まえて、NACSIS-CAT自体の多言語対応を進めるための
目録登録基準作成（デーヴァナーガリー文字、タイ文字など）に附属図書館職員が参加し、協力を行って
いる。
　さらに、同研究所のNACSIS-ILLシステムを通じて、全国の図書館へ複写・貸借の相互利用
サービスが提供されており、特に貸借については、附属図書館の貸借受付数の約7％をC-DATS
収集資料が占めている。附属図書館蔵書数に対するC-DATSの資料数が約3％であることと比較
すると、活用率の高さが伺える。複写においても、「史資料ハブ」全巻がDilins上で公開されて
いるため、対価を求めることなく提供することができる。
　目録作成と ILLサービスは基本的な図書館業務ではあるが、このネットワークを通じて史資料
が広く活用される環境を整えることも、「共有」の実際的な実現方法と言えよう。
2.4. 史資料のデジタル化と公開
　史資料の一次情報のデジタル化と公開もプロジェクトの大きな課題であり、可能な限り多くの
資料・媒体の提供を目標としてきた。対象資料や公開方式など、具体的な作業内容は以下とおり
である。
　A．デジタル化対象
1．購入史資料の全文（著作権の切れた図書から選択）
　・C-DATS研究領域と関連のある附属図書館貴重図書も含めて全文をデジタル化
　・2006年11月30日時点でデジタル化総数は102冊
2．購入史資料の表紙・標題紙・目次
　・ 翻字のみで目録登録した資料のうち、全文デジタル化対象外の資料について、原綴り
検索の代替および目録の補完情報としてデジタル化
3．「史資料ハブ」全巻の全文
　・発行時にC-DATS総括班にて公開利用のための著作権を処理済み
4．研究地域の在地資料
　・各研究班の活動にてデジタル化された古文書など
　Ｂ．Dilinsによる公開
　・１～ 3はDilinsでの公開を前提に電子図書館プロジェクトにて作成し、目録情報から
のリンク形式にて公開
　・4は所有者等から許諾を得られた資料のみを目録情報からのリンク形式にて公開（同じ
コレクションでも公開許諾を得られなかった資料は目録のみを登録）
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　C．デジタル化形式
　・1，2，4は、画像ファイル化（TIFFとDjVuまたはPDFファイル）
　・3は、テキストタイプのPDFファイル化
　D．画像ファイルの種類
　・保存用：TIFF（Tagged Image File Format）で解像度は300dpi
　・公開用：1，2はDjVu（Déjà vu：http://www.lizardtech.com）、3，4はPDF
2.5. Dilinsの課題
　以上、第2項としてDilinsの機能と史資料のデジタル化公開の取り組みについて記載したが、
以下のとおり、対応しきれていない課題も存在する。
　A．登録言語の限界
　Windows XPに IMEが装備される言語のみを登録し、ラオ語，ビルマ語などはLC翻字のみで
の登録となった。表紙・標題紙・目次画像へのリンクを行って原綴り情報の閲覧を可能にはした
ものの、検索自体を多言語化できていないのは課題である。
　解決には IME（入力ツール）の開発と公開が必要であるが、Windows Vistaで対応言語が増える
予測もあり、近々に技術が追いつくことを見越して見送った。
　B．メタデータ・フォーマットの柔軟性
　Dilinsでは図書資料のためのMARC（機械可読目録）として、国立情報学研究所のNACSIS-CAT
方式を採用したが、古文書資料の登録には項目（所有者など）が不足した。既存フィールドの援用
で記述は行えるものの、検索対象にならないなどの不都合が生じた。
　C．一次コンテンツの公開
　「史資料ハブ」を含めて約100点のデジタル化公開は適正なのかどうかC-DATSとしての評価
を行う必要がある。また、音声ファイル等、文字情報以外の一次資料が未登録である。C-DATS
としては音声ファイルなども所持しており、Dilinsの側も技術的には登録可能であるが、このよ
うな資料の運用（権利の問題や目録の作成など）について定まっておらず、登録は行われていない。
3.その他の活動
　電子図書館プロジェクトの活動はDilinsの運用が主なものであるが、その他にも、附属図書館
職員により以下の活動を行ってきた。特に、海外調査や各種会議等での活動報告はC-DATSか
ら提案されたもので、研究教育プログラムとして協働組織職員の知見を深めようとする姿勢は高
く評価されるべきである。また、C-DATSにとっても、実務の担当者である附属図書館職員が対
応することで、適切な報告・広報や情報収集を行い得たと考えている。
史資料ハブ／国際シンポジウム　アジア・アフリカ史資料学の現在と地域文化研究
106
　A．関連研究会・国際会議への参加
　・ 国立大学図書館協議会第50回総会にて報告「オリジナルスクリプトによる目録情報
提供への取組み―多言語OPACの構築と全学プロジェクトへの支援―」
　・ 関連の国際会議・シンポジウムへの出席（Center for South Asia Libraries / Council of South Asia 
Library Centres:2003 Meeting，国立国会図書館等）
　・ インドネシア写本国際シンポジウムにて活動報告"Digital Library Network System 
for C-DATS: Digitalization of Indonesian Manuscripts"
　B．調査･研修活動
　・電子図書館システム調査（国内関連機関）
　・海外調査（イギリス）
　C．JCAS（地域研究コンソーシアム）との交流
　・ 情報資源共有化研究会主催の海外調査（2005年：オランダ・北欧，2006年：アメリカ合衆国）へ
参加し、2005年の調査では「EAJRS（日本資料専門家欧州協会）」年次大会にて活動報告
　“TUFS Library's Participation in Area Studies"
4. 電子図書館プロジェクトの達成度、評価
4.1. 電子図書館プロジェクトの達成度
　あらためて、方針および計画からこれまで記述してきた活動内容を振り替えると、
　1，2，3-1は、「Dilinsでの課題」にて記載した積み残しがあるものの、概ね対応できたと判断
できるが、3-2，4については以下のような課題が残る。
［C-DATS Webページ　電子図書館プロジェクト・方針と計画より］
＜方針＞
　21世紀COE史資料ハブ地域文化研究拠点電子図書館プロジェクトでは、附属図書館と連携し
て、史資料ハブ機能のインターネット上での実現を推進する。具体的には以下の機能を提供する。
＜計画＞
1．史資料の目録・所在情報の整備とインターネット上での提供機能 
2．史資料コンテンツの電子化による蓄積，保存，共有と多言語検索機能
　2-1．史資料コンテンツの電子化による蓄積，保存，共有
　2-2．史資料の多言語による検索機能
3．史資料ポータル機能
　3-1．OPACサイト横断検索機能 
　3-2．研究成果の発信
4．その他，必要な機能の導入
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　3-2．研究成果の発信について 
・ 研究成果の公開が『史資料ハブ 地域文化研究』などの一部資料の公開に止まっている。
研究叢書の一部新刊についてDilinsでの公表を計画中ではあるが、充分と言えるのか？
・ Dilinsを利用して、C-DATS各班の研究会等での活動成果や研究資料のデジタル・アー
カイブの構築を進めるべきではなかったか？（在地固有文書班がミャンマーにてデジタ
ル化を行った折畳み写本など、一部資料の公開にとどまっている） 
　4．その他，必要な機能の導入について
・ Dilinsの維持とデータ登録に注力し、当初計画以上の改善や提案を行えなかった
 研究過程で取得・生成される資料・成果物等のアーカイブ化については、「デジタルラ
イブラリー紹介：電子図書館プロジェクトを中心とする協働体制の構築とDilins紹介」
の中でも課題として記載していた。実現の意義は認められても、運用にあたっては、発
信もしくは保存されるべき情報の種類と範囲を定めること、また、作成者もしくは収集
者自身による目録登録が必要となる。いずれも情報の発生源である各研究班の意思なく
して実現できるものではないが、プロジェクトとしても各研究班とのコミュニケーショ
ンが不足していたと反省される。
　なお、C-DATS終了後、拠点機能がどのように維持されていくのか、本稿執筆時点（2006年11
月末）では正式な決定はなされていないが、電子図書館プロジェクトに関わる成果の利用に関し
ては、以下のとおり継承または継続される。
・ 多言語史資料検索は、附属図書館のシステムリプレイス（H19.3）に伴い、デジタルアー
カイブシステム（仮称）へ移行・継承
・ 電子図書館サイト横断検索は、附属図書館開発の横断検索システム“VernaC”（http://
vernac.tufs.ac.jp/crs/）へ統合
・ C-DATS収集資料は、附属図書館に受入・整理されたものは附属図書館にて管理され、
これまでどおりの利用サービスを提供
・ ILLサービスは、附属図書館を通じ、学外への複写・貸借を継続
4.2. 電子図書館プロジェクトの総括
　C-DATS全体の中での電子図書館プロジェクトの評価は、別途総括されるであろうが、プロ
ジェクトとして、掲げてきた計画に対する活動の評価は以下のようにまとめられると考えている。
　活動成果については、インターネット上での史資料情報（目録検索および一次情報の公開）の提供と
いう、プロジェクト始動時に求められた計画は概ね達成できた。特に多言語目録構築については、
目録情報の多言語化を進めることにより、C-DATSおよび東京外国語大学の特性を活かした成果
をあげることができた。また、図書館ネットワークへ貢献したことも成果還元の一環として評価
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することができるだろう。ただし、インターネット上での研究成果の発信という点では、総括班
発行の紀要類や研究班でデジタル化した古文書等の公開を行うなど一定の成果は上げたものの、
各研究班がDilinsを積極的に活用して成果公開や研究資料のアーカイブ化を行うまでには至らな
かった。
　プロジェクト実施の体制については、総合情報コラボレーションセンター，附属図書館との協
働は、プロジェクトの円滑な遂行によく機能した。この協働成功の要因は、センター教員および
図書館職員を総括班および電子図書館プロジェクトの正規のメンバーとし、情報共有・意見交換
を怠らなかったためと考えられる。特に附属図書館との連携は密に行われ、その結果、現時点で
成果利用の継続性が確保されていることも重要である。
　また、附属図書館職員を研修・調査等に参加させるなど、協働組織の職員の専門性向上を図っ
たことも評価されるべきである。
4.3. 附属図書館と電子図書館プロジェクト
　本稿の本来の目的とは逸れるが、プロジェクトに関わった図書館職員として、附属図書館に
とっての電子図書館プロジェクトの総括を、この場を借りて述べておきたい。
　附属図書館としても、多言語蔵書の充実、技能面の向上・ノウハウの蓄積、研修・会議等への
参加による知見の向上・人的ネットワークの広がりなど、プロジェクトを通して多くの成果を得
た。この協働関係において、附属図書館は情報組織の専門家として協力を求められたと理解して
いるが、情報の組織と公開がネットワーク上で行われる現在、実務者には、目録作成の技能に留
まらず、刻々と進化するネットワークやデータベースの運用、デジタルコンテンツの作成技術や
著作権、多言語の取扱いなど、多岐に渡る専門知識が要求される。これらを研究者のみで対応す
るのではなく、既に技能を有する組織を活用して成果を得ようとするC-DATSの方針は、研究
者・図書館のいずれにとってもメリットをもたらすものであったと考えている。特に附属図書館
にとっては、研究活動のパートナーとしての図書館の有用性を明らかにできたという意味で有益
な経験であった。
　今後も附属図書館が研究活動に資せる組織であるためには、個々の研鑽も必要であるが、組織
として、専門技能を持った図書館職員を確保・育成していく環境を整備・維持していくことが重
要である。
5. 地域研究と電子図書館的機能
　本稿のまとめとして、電子図書館プロジェクトでの経験を踏まえて、地域研究にとって有用な
電子図書館的機能について整理する。
　A．目録整備と一次情報の公開
何が何処にあるかの目録所在情報と一次情報の公開は基本かつ必須の機能である。ただ
し、探す手段であるメタデータの規格・拡張性や登録文字種（何語を扱えるか）、検索対象（メ
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タデータ以外も検索するか）については考慮が必要である。
　B．研究成果・研究資料のアーカイブ構築
オープンアクセス化が重要度を増している。積極的に発信し、権利の垣根も低くしてゆく
努力が望まれている。研究のために収集した資料も、アーカイブ化することで活用の可能
性が広がるだろう。そのためには、「資料の判別」「権利の判断」ができる、作成者・収集
者自身による登録が重要であり、それが可能なシステムの構築が必要である。
　C．情報共有・ポータル化
関連機関が何を持って /行っているか等の情報集約も重要である。メタデータの相互共有
や横断検索、ポータルサイトの構築などが考えられるが、関連機関の協力のもとに情報の
共有化を図ることも必要であろう。わが国では未発達なこの課題に、2004年に発足した
JCASの情報資源共有化研究会が取り組んでいる。今後の活動に注目したい。
6. 関連リンク（URLは、2006年11月30日現在）
　以下、本稿に関連するWebページを記載する。適宜、参照いただきたい。
・ C-DATSトップページ　http://www.tufs.ac.jp/21coe/area/　
・ C-DATS電子図書館プロジェクト http://www.tufs.ac.jp/21coe/area/dl/library.html　　
・ Dilinsトップページ　http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/index.html　　
・ Dilins多言語史資料検索･全文画像登録資料一覧
 　　　　http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/da_lists/full_images.html　　
・ 電子図書館プロジェクト・各種会議等での報告資料
 　　　　http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/about_dilins/index.html　　
・ JCAS：地球研究コンソーシアムトップページ　http://www.jcas.jp/　
・ JCAS：情報資源共有化研究会　http://www.cseas.kyoto-u.ac.jp/jcas/infoshare/　　
おわりに
　2006年度末のC-DATSの終了までわずか数ヶ月を残すところとなった。
　電子図書館プロジェクトにおける協働関係は、開始当初、他機関、特に図書館界から強い関心
を寄せられた。研究教育プログラムが図書館を正式なメンバーに迎えて活動することは珍しく、
その成否への興味が高かったのだと思われる。結果は「成」、つまり協働関係を有機的に維持で
きたと判断しており、今後もこの経験をもとに、適宜対応してゆけるだろう。
　正直なところ、通常の図書館業務を抱えながらC-DATSの要請をこなしてゆくことは容易な
ことではなかったし、それは現在も変わらない。しかし、今後も、大学の研究活動に資する組織
として附属図書館を活用していただきたいし、そうあり続けられるように努力していきたいと
思っている。
　最後に本プロジェクトの総括の場を与えていただいたことにお礼申し上げる。
